
石神井南中学校社会科の授業改善推進プラン

これまでの指導や定期考査に基づく分析 分析から見た課題

社会科に対する興味・関心は高く、授 資料の活用能力に課題があるように思

業への取り組みも意欲的である。その一 う。授業の中で統計資料やグラフ、歴史

方で、自身の考えを他者に分かりやすく 的文献資料の活用能力を高めたい。

伝える表現力にはやや欠ける。 また、よく分かる授業・生徒の興味・

定期考査の結果をみても、平均点が高 関心を生かせる授業を工夫したい。

く、知識・技能の定着の程度も高い。

【指導法の課題分析及び改善策・指導計画】

指導方法の課題 具体的な授業改善策 補充・発展的指導計画

・地図の見方や資料活用方法 ・ノートのまとめ方を工夫 ・夏季休業中に「世界の国調

１ について工夫する。 し、理解力を高める。 べ」に関する課題を出す。

・各国の位置・特色について ・地理の資料集を通して、資 ・夏季休暇中に「歴史人物調

理解させる。 料活用能力を高める。 べ」に関する課題を出す。

年 ・各時代の事象や中心人物に ・歴史年表や資料を通して、 ・単元ごとにまとめのプリン

ついて理解させる。 資料活用能力を高める。 トをする。

・日本の諸地域の地域的特色 ・写真や図表を使用し、生徒 ・基礎的な知識習得のため、

を捉えさせる。 の理解を深める。 単元の最後にプリントで確

２ ・各時代ごとの事象について ・時代の流れをとらえられる 認し、知識の定着を図る。

理解させる。 ように、メモ欄を付け加え ・タブレットを活用し、課題

・各時代の中心人物について るなど、ノートのまとめ方 解決に向けての情報を収集

理解させる。 を工夫する。 したり、情報を関連付けて

年 ・毎時ワークやワークシート まとめ、発表（発信）でき

を活用し、学習内容の定着 るような資質・能力を育

化を図る。 む。

・現代社会の状況、政治・経 ・メモ欄を付け加えるなど、 ・夏季休業中に「税の作文」

済の仕組みに興味・関心を ノートのまとめ方を工夫 の課題を出す。

３ もたせる。 し、理解力を高める。 ・政治、経済をより身近なも

・グループワークを通して意 ・毎時ワークやワークシート のとして捉えられるように

見を述べる機会を増やし、 を活用し、学習内容の定着 する。

年 思考力・表現力を高める。 化を図る。 ・三学期に地理・歴史・公民

・ＩＣＴ機器を活用し、適切 ・単元の最後にプリントをし の復習をする。

な資料を提示し、読み取 単元の全体像を理解する。

る能力を高める。


